
■制限区域標示灯標

 

設置工事■ 平成22年８月９日

■現場日記■

 

第６８号

 

担当：菅原

Ｄ滑走路の工事も終盤になり、

 

上空からは滑走路の標識も確

 

認できるようになりました。
さてＤ滑走路建設に伴い桟橋

 

部分の下に一般船舶が入らな

 

いように制限区域を設けること

 

になります。そこで制限区域の

 

目印となる『灯標』を設置します。

 

今回の日記ではこの灯標の設

 

置工事について紹介します。

制限区域標示灯標

 

設置施工状況 制限区域標示灯標

 

設置完了後状況 制限区域標示灯標

事
前
深
浅
測
量

設
標
（
標
識
竹
）

灯
標
積
み
込
み

ク
レ
ー
ン
付
台

 

船
・
鋼
台
船
曳

 

航
入
港

灯
標
設
置

設
置
確
認

 

（
Ｇ

 

Ｐ

 

Ｓ

 

）

台
船
工
事
区
域

 

移
動
・
出
域

浮標設置のながれ

灯標の設置は以下の手順で行います。
①予め測量船にて設標したところにクレーン付台船を曳

 

航、係留する。
②クレーン付台船にて設標位置を目印としシンカーを海

 

底面まで降ろし、設置位置の水深を確認する。
③シンカーを台船上に再度引きあげ、水深に合わせて

 

チェーン長さを調整してシンカーと灯標本体を結合する。
④クレーン付き台船にて灯標をＧＰＳで誘導し設置する。
⑤設置後、潜水士にて灯標本体及び水中部のシンカー

 

の玉掛けを外す。
⑥設置完了後、測量船にて灯標設置位置の確認を行う。

埋立部 桟橋部

接続部 連誘部

環境 その他

工種名：灯標設置工

全長２１．８５ｍもあります！

2010.7.19  Ｄ滑走路航空写真

制限区域（橙色点線内側部分）

全長 ：3120m 
(滑走路：2500m)
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